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	機器の名称
	
	
	申請者住所
	

	　型番
	
	
	名称
	

	
	
	
	責任者
	印


　

	○
	テスト必要項目

	△
	他機関の仕様

	×
	テスト不要項目（SPEC-005に仕様記載があるもの、該当テスト項目なし）

	－
	仕様ではない


　

	JCL SPEC-005における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	第1章
	概要
	－
	―・－
	

	1.1
	本仕様書の適用範囲
	－
	―・－
	

	1.2
	前提条件

	○
	済・未
	

	1.3
	準拠する標準規格
	△
	済・未
	

	1.4
	用語と略語
	－
	―・－
	

	1.5
	JC-HITSトランスモジュレーション運用の主要諸元
	△
	済・未
	

	第2章
	本仕様のヘッドエンド装置
	－

	―・－
	

	2.1
	JC-HITS復調部
	×
	―・－
	

	2.2
	JC-HITSトランスモジュレーション方式多重部
	×
	―・－
	

	2.3
	64QAM変調部
	×
	―・－
	

	2.4
	JC-HITSサービス用EMM発行依頼端末
	×
	―・－
	

	第3章
	番組配列情報及び識別子の運用
	×
	―・－
	

	3.1
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	－
	―・－
	

	3.1.1
	番組配列情報の送出運用原則
	×
	―・－
	

	3.1.2
	テーブル送出運用
	×
	―・－
	

	3.1.3
	NITおよびNITに配置される記述子の送出基準
	×
	―・－
	

	3.2
	識別子の運用
	×
	―・－
	

	3.2.1
	network_id（ネットワーク識別）
	×
	―・－
	

	3.2.2
	system_management_id（システム管理識別）
	×
	―・－
	

	3.2.3
	CA_system_id（限定受信方式識別）
	×
	―・－
	

	3.2.4
	CA_broadcaster_group_id（有料事業体識別）
	×
	―・－
	

	第4章
	番組配列情報の運用詳細
	－
	―・－
	

	4.1
	NITの構造
	△
	済・未
	

	4.2
	NIT送出運用規則
	－
	―・－
	

	4.2.1
	NIT[actual]
	×
	―・－
	

	4.2.2
	NIT [other]
	×
	―・－
	

	4.2.3
	各フィールドの送出運用規則
	×
	―・－
	

	4.3
	NIT[actual]の記述変更
	－
	―・－
	

	4.3.1
	想定される運用
	×
	―・－
	

	4.3.2
	記述変更の詳細
	×
	―・－
	

	4.4
	NIT受信処理基準
	－
	―・－
	

	4.4.1
	NIT[actual]
	○
	済・未
	

	4.4.2
	NIT[other]
	○
	済・未
	

	4.4.3
	各フィールドの受信処理基準
	○
	済・未
	

	4.5
	NITに配置する記述子と送出レベル
	△
	済・未
	

	4.6
	CA_system_idを包含するテーブル・記述子の運用
	○
	済・未
	

	4.7
	PMTの構造及び運用
	－
	―・－
	

	4.7.1
	PMT構造
	△
	済・未
	

	4.7.2
	PMTの送出運用規則
	△
	済・未
	

	4.7.3
	PMTの受信処理基準
	△
	済・未
	

	第5章
	ダウンロード運用
	－
	―・－
	

	5.1
	目的
	－
	―・－
	

	5.2
	適用
	×
	―・－
	

	5.3
	伝送フォーマット
	△
	済・未
	

	5.4
	受信機ソフトウェアダウンロード
	△
	済・未
	

	5.4.1
	JC-HITSトランスモジュレーションヘッドエンドの要求仕様
	×
	―・－
	

	5.4.2
	受信機の要求仕様（受信機ソフトウェアダウンロード）
	○
	済・未
	

	5.4.3
	受信装置ソフトウェアのアップロード方法
	○
	済・未
	

	5.4.4
	エンジニアリングTSの運用
	○
	済・未
	

	5.4.5
	エンジニアリングTSの条件
	○
	済・未
	

	5.4.6
	受信機ソフトウェアダウンロード運用のガイドライン
	○
	済・未
	

	JCL SPEC-005における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	5.5
	全受信機共通データダウンロード
	－
	―・－
	

	5.5.1
	JC-HITSトランスモジュレーションヘッドエンドの要求仕様
	×
	―・－
	

	5.5.2
	受信機の要求仕様（全受信機共通データダウンロード）
	○
	済・未
	

	5.5.3
	全受信機共通データのアップロード方法
	×
	―・－
	

	5.5.4
	ダウンロードTSの運用
	○
	済・未
	

	5.5.5
	ダウンロードTSの条件
	○
	済・未
	

	5.5.6
	全受信機共通データダウンロード運用のガイドライン
	○
	済・未
	

	5.6
	各ダウンロード形態の一覧
	－
	―・－
	

	5.6.1
	BS（衛星経由）を用いたダウンロード運用時
	×
	―・－
	

	5.6.2
	受信機ソフトウェアダウンロード運用時
	○
	済・未
	

	5.6.3
	全受信機共通データダウンロード運用時

	○
	済・未
	

	第6章
	限定受信制御の運用
	○
	済・未
	

	6.1
	ヘッドエンドにおける限定受信制御
	×
	―・－

	

	6.2
	EMM送出仕様
	×
	―・－
	

	6.3
	EMM送出頻度
	×
	―・－
	

	6.4
	ECM送出仕様
	×
	―・－
	

	6.5
	その他の運用
	－
	―・－
	

	6.5.1
	コンポーネント課金運用
	×
	―・－
	

	6.5.2
	マルチビュー運用
	×
	―・－
	

	6.5.3
	CA代替サービス
	×
	―・－
	

	6.5.4
	コンテンツ保護を伴う無料番組
	×
	―・－
	

	6.5.5
	自動表示メッセージ
	×
	―・－
	

	第7章
	データ放送運用
	－
	―・－
	

	7.1
	目的
	－
	―・－
	

	7.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	7.3
	適用文書
	△
	済・未
	

	7.4
	運用規定
	－
	―・－
	

	7.5
	データ放送における双方向通信
	－
	―・－
	

	7.5.1
	受信機の回線接続に関わる機器
	○
	済・未
	

	7.5.2
	物理層プロトコル
	○
	済・未
	

	7.6
	MMサービスで共通に用いるNVRAMの運用
	－
	―・－
	

	7.6.1
	ケーブルテレビ事業者共通領域の識別
	○
	済・未
	

	7.6.2
	ケーブルテレビ事業者専用領域の識別
	○
	済・未
	

	7.6.3
	ケーブルテレビ事業者専用放送通信共通領域の識別
	○
	済・未
	

	7.6.4
	地上デジタルテレビジョン自主放送とJC-HITSネットワーク放送におけるNVRAMの相互アクセス
	○
	済・未
	

	7.6.5
	MMサービスからの視聴者居住地区情報の使用
	○
	済・未
	

	7.6.6
	受信機NVRAMのケーブルテレビ事業者共通領域の運用
	○
	済・未
	

	7.6.7
	ケーブルテレビ事業者共通領域の書き込みに関する規定
	○
	済・未
	

	7.6.8
	ケーブルテレビ事業者共通領域の読み出しに関する規定
	○
	済・未
	

	7.6.9
	ルート証明書の運用
	○
	済・未
	

	7.6.10
	顧客登録、変更コンテンツについての規定
	○
	済・未
	

	7.6.11
	センターのサーバーに顧客情報登録を行う際の規定
	○
	済・未
	

	7.6.12
	NVRAMアクセスのコンテンツ記述ガイドライン
	－
	―・－
	

	7.7


	手続き記述に関する運用ガイドライン
	－
	―・－
	

	7.7.1
	BML Browser疑似オブジェクトにおける動作制御機能の運用
	○
	済・未
	

	7.8
	運用対象外サービス
	－
	―・－
	

	第8章
	字幕・文字スーパー運用
	－
	―・－
	

	8.1
	目的
	×
	―・－
	

	8.2
	適用範囲
	×
	―・－
	

	8.3
	適用文書
	△
	済・未
	

	8.4
	運用対象外サービス
	×
	―・－
	

	第9章
	チャンネルマスキング運用
	－
	―・－
	

	9.1
	目的
	－
	―・－
	

	9.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	9.3
	番組配列情報(PSI/SI)の運用
	×
	―・－
	

	9.3.1
	チャンネルマスキングのためのリンク記述子（NIT第1ループ内）
	○
	済・未
	

	9.3.2
	SDTの拡張運用
	○
	済・未
	

	9.4
	ヘッドエンド
	×
	―・－
	

	9.4.1
	JC-HITS TM方式多重部
	×
	―・－
	

	9.4.2
	SIテーブル編成・生成
	×
	―・－
	

	9.5
	受信機機能
	○
	済・未
	

	第10章
	STBの機能
	－
	―・－
	

	10.1
	適用範囲
	○
	済・未
	

	10.2
	前提システム
	○
	済・未
	

	10.3
	ユーザインタフェース要求事項
	－
	―・－
	

	10.3.1
	時刻管理
	○
	済・未
	

	10.3.2
	EPG
	○
	済・未
	

	10.3.3
	番組予約の予約登録
	○
	済・未
	

	10.3.4
	限定受信サービス
	○
	済・未
	

	10.3.5
	初期設定機能
	○
	済・未
	

	10.4
	ハードウェア・ソフトウェア要求事項
	－
	―・－
	

	10.4.1
	メモリ（NVRAM）
	○
	済・未
	

	10.4.2
	CAモジュールインタフェース
	○
	済・未
	

	10.4.3
	ダウンロード機能
	○
	済・未
	

	10.4.4
	その他
	○
	済・未
	

	10.5
	視聴履歴情報の伝送方式
	○
	済・未
	

	10.5.1
	電話リターン方式
	○
	済・未
	

	10.5.2
	RFリターン方式
	○
	済・未
	

	10.5.3
	Internetリターン方式
	○
	済・未
	

	第11章
	JC-HITSネットワークにおける自主放送
	－
	―・－
	

	11.1
	概要
	－
	―・－
	

	11.1.1
	JC-HITS自主放送の定義
	－
	―・－
	

	11.1.2
	JC-HITS自主放送の運用区分
	－
	―・－
	

	11.1.3
	システム構成
	－
	―・－
	

	11.1.4
	JC-HITS自主放送運用の主要諸元
	×
	―・－
	

	11.2
	簡易自主放送ノンスクランブル運用への対応
	－
	―・－
	

	11.2.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.2.2
	前提
	△
	済・未
	

	11.2.3

1
	本サービス対応のヘッドエンド
	×
	―・－
	

	11.2.4
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	×
	―・－
	

	11.2.5
	NIT記述変更
	×
	―・－
	

	11.3
	簡易自主放送スクランブル運用への対応
	－
	―・－
	

	JCL SPEC-005における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	11.3.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.3.2
	前提
	△
	済・未
	

	11.3.3
	本サービス対応のヘッドエンド
	×
	―・－
	

	11.3.4
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	×
	―・－
	

	11.3.5
	NIT記述変更
	×
	―・－
	

	11.3.6
	PMTの運用
	×
	―・－
	

	11.3.7
	その他の運用
	×
	―・－
	

	11.3.8
	本サービスの運用制約事項
	×
	―・－
	

	11.4
	SI生成自主放送ノンスクランブル運用への対応
	－
	―・－
	

	11.4.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.4.2
	前提
	△
	済・未
	

	11.4.3
	本サービス対応のヘッドエンド
	×
	―・－
	

	11.4.4
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	×
	―・－
	

	11.4.5
	NIT記述変更
	×
	―・－
	

	11.5
	SI生成自主放送スクランブル運用への対応
	－
	―・－
	

	11.5.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.5.2
	前提
	△
	済・未
	

	11.5.3
	本サービス対応のヘッドエンド
	×
	―・－
	

	11.5.4
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	×
	―・－
	

	11.5.5
	NIT記述変更
	×
	―・－
	

	11.5.6
	PMTの運用
	×
	―・－
	

	11.5.7
	その他の運用
	×
	―・－
	

	11.5.8
	本サービスの運用制約事項
	×
	―・－
	

	1116
	自主放送における字幕・文字スーパー運用
	－
	―・－
	

	11.6.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.6.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	11.6.3
	適用文書
	×
	―・－
	

	11.6.4
	運用対象外サービス
	×
	―・－
	

	11.6.5
1
	番組配列情報(PSI/SI)の運用
	○
	済・未
	

	11.6.6

	受信機機能
	○
	済・未
	

	11.7
	自主放送におけるチャンネルマスキング運用
	－
	―・－
	

	11.7.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.7.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	11.7.3
	番組配列情報(PSI/SI)の運用
	○
	済・未
	

	11.7.4
	ヘッドエンド
	×
	―・－
	

	11.7.5

	受信機機能
	○
	済・未
	

	11.8
	自主放送におけるHDTV運用
	－
	―・－
	

	11.8.1
	目的
	－
	―・－
	

	11.8.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	11.8.3
	CATV局における多重化
	○
	済・未
	

	11.8.4
	受信機機能
	○
	済・未
	

	11.9
	自主放送におけるデータ放送運用
	－
	―・－
	

	11.9.1


	目的
	－
	―・－
	

	11.9.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	11.9.3
	番組配列情報（PSI/SI）の運用
	○
	済・未
	

	11.9.4
	受信機機能
	○
	済・未
	

	第12章
	解説
	－
	―・－
	

	12.1
	概要
	－
	―・－
	

	12.2
	第一編と第二編の相違点
	－
	―・－
	

	12.2.1
	留意点
	－
	―・－
	

	12.2.2
	機能の追加
	－
	―・－
	

	12.2.3
	サービスの拡張
	－
	―・－
	

	12.3
	JC-HITSトランスモジュレーション方式要件
	－
	―・－
	

	12.4
	CAS
	－
	―・－
	

	12.5
	STB
	－
	―・－
	

	12.6
	ヘッドエンド
	－
	―・－
	

	12.7
	識別子の運用と管理
	－
	―・－
	

	12.8
	本仕様書では運用対象外としたサービス
	－
	―・－
	

	12.9
	NIT[other]の送出運用に関する注意事項
	－
	―・－
	

	12.10
	ダビング10とコピーワンスに関して
	－
	―・－
	

	12.11
	EPGチャンネルマスキング機能
	－
	―・－
	

	12.11.1
	背景など
	－
	―・－
	

	12.11.2
	要求条件
	－
	―・－
	

	12.11.3
	仕様概要
	－
	―・－
	

	12.11.4
	SDT拡張運用時の留意事項
	－
	―・－
	

	12.12


	NVRAM
	－
	―・－
	

	12.12.1
	NVRAMの容量
	－
	―・－
	

	12.12.2
	NVRAMのメディア間相互参照
	－
	―・－
	


様式5-005-STB








